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は
じ
め
に

　

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
東
京
と
大
阪
は
、

高
度
経
済
成
長
期
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
が
増
加
し
た
時
期
で

あ
っ
た
。
こ
の
人
口
急
増
に
対
応
し
て
東
京
・
大
阪
の
私
鉄
各
線

は
、
路
線
を
さ
ら
に
郊
外
へ
と
延
伸
し
、
都
市
圏
を
拡
大
さ
せ

た
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
は
百
貨
店
が
建
設
さ
れ
、
大
衆
を
相
手
と

し
た
多
様
な
商
品
が
販
売
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
繁
栄
に
基
づ
い

て
大
都
市
部
で
は
、
大
衆
消
費
に
基
づ
く
モ
ダ
ン
か
つ
華
や
か
な

都
市
文
化
が
育
ち
始
め
た
。
新
聞
や
雑
誌
の
発
行
部
数
が
急
増

し
、
ラ
ジ
オ
や
映
画
と
い
っ
た
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
も
大
衆
に
広
く

受
容
さ
れ
て
い
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
に
よ
っ
て
野
球
に
代
表

さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
も
ま
た
大
衆
娯
楽
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
（1）

。

大
阪
朝
日
新
聞
社
が
主
催
す
る
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会

（
一
九
一
五
年
開
始
、
以
下
、
全
国
中
学
野
球
大
会
）
で
は
、

一
九
二
四
年
に
完
成
し
た
甲
子
園
球
場
に
お
い
て
数
々
の
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
東
京
で
は
一
九
二
五
年
に
正
式
発
足
し
た
東

京
六
大
学
野
球
連
盟
（2）

が
翌
一
九
二
六
年
に
完
成
し
た
神
宮
球
場

に
多
数
の
熱
狂
的
な
観
客
を
集
め
て
リ
ー
グ
戦
を
展
開
し
た
（3）

。

い
わ
ゆ
る
「
野
球
狂
時
代
」
の
到
来
で
あ
る
。

　

大
衆
娯
楽
と
し
て
の
野
球
が
広
ま
っ
た
の
は
、「
帝
国
」
の
宗

主
国
ば
か
り
で
は
な
い
。
一
九
二
一
年
か
ら
は
朝
鮮
・
関
東
州
代

表
が
、
一
九
二
三
年
か
ら
は
台
湾
代
表
が
全
国
中
学
野
球
大
会
に

出
場
し
、
好
成
績
を
収
め
る
植
民
地
の
チ
ー
ム
も
登
場
し
た
。

一
九
三
一
年
の
第
一
七
回
大
会
で
決
勝
に
駒
を
進
め
た
台
湾
代

表
・
嘉
義
農
林
の
エ
ー
ス
呉
明
捷
は
、
そ
の
後
早
稲
田
大
学
（
以

戦
前
期
立
教
大
学
野
球
部
の
活
動
と
組
織

谷
ヶ
城
秀
吉
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下
、
早
大
）
に
進
学
し
、
東
京
六
大
学
野
球
で
も
投
打
に
お
い
て

活
躍
し
た
。
在
学
中
に
呉
は
、
当
時
の
タ
イ
記
録
で
あ
る
通
算
七

号
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
っ
た
が
、
こ
の
記
録
は
一
九
五
七
年
に
立
教

大
学
（
以
下
、
立
大
）
の
長
嶋
茂
雄
が
通
算
八
号
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

記
録
す
る
ま
で
破
ら
れ
な
か
っ
た
。
全
国
中
学
野
球
大
会
や
東
京

六
大
学
野
球
は
、「
帝
国
」
の
縮
図
で
も
あ
っ
た
。

　

大
衆
娯
楽
と
化
し
た
戦
間
期
の
学
生
野
球
を
対
象
と
し
た
先
行

研
究
の
問
題
関
心
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
二
つ
に
大
き
く
分
類
さ

れ
る
。
一
つ
は
、「
野
球
道
」
に
基
づ
く
精
神
主
義
や
集
団
主
義

を
日
本
の
学
生
野
球
が
持
つ
固
有
の
性
格
と
し
て
措
定
し
、
そ
こ

か
ら
近
代
日
本
の
前
近
代
性
や
未
熟
性
な
い
し
植
民
地
近
代
性
を

読
み
取
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
（4）

。
も
う
一
つ
は
、
東
京
六
大

学
野
球
の
特
色
を
学
生
主
体
の
自
治
性
に
求
め
つ
つ
、
こ
の
統
制

を
企
図
す
る
国
家
権
力
（
＝
文
部
省
）
と
の
対
抗
関
係
か
ら
「
野

球
狂
時
代
」
に
お
け
る
学
生
野
球
の
あ
り
よ
う
を
歴
史
的
に
位
置

づ
け
る
潮
流
で
あ
る
（5）

。
と
り
わ
け
後
者
は
、
三
つ
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
（
統
制
主
体
の
文
部
省
、
被
統
制
主
体
の
野
球
部
お
よ
び
両

者
を
媒
介
す
る
学
生
野
球
関
係
者
）
の
行
動
か
ら
野
球
統
制
令

（
昭
和
七
年
文
部
省
訓
令
第
四
号
）
が
発
せ
ら
れ
る
過
程
を
論
じ

つ
つ
、
大
学
野
球
部
と
い
う
組
織
の
運
営
を
可
能
と
す
る
経
済
的

な
側
面
に
も
踏
み
込
ん
で
議
論
を
展
開
し
た
点
が
興
味
深
い
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
後
者
の
視
角
に
依
拠
し
つ
つ
、
①
大
学
野
球
部

の
活
動
を
「
帝
国
」
大サ

イ
ズ

の
拡
が
り
か
ら
把
握
す
る
こ
と
、
②
野
球

部
組
織
を
維
持
す
る
諸
誘
因
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
の
二
つ
の
作

業
を
通
じ
て
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
お
け
る
大
学
野
球
部
の
活

動
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、「
帝
国
」
を
構
成
す
る
宗
主
国

と
植
民
地
を
結
び
つ
け
る
文
化
的
諸
力
と
し
て
の
大
衆
娯
楽
＝
野

球
が
普
及
す
る
過
程
を
問
題
提
起
的
に
切
り
取
る
こ
と
を
課
題
と

す
る
（6）

。１　

�

一
九
二
三
～
二
四
年
に
お
け
る
立
教
大
学
野
球

部
の
台
湾
遠
征

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
草
創
期
の
大
学
野
球
部
は
海
外

遠
征
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
野
球
技
術
の
水
準
を
向
上
さ

せ
た
。
早
大
の
北
米
遠
征
（
一
九
〇
五
年
）、
慶
應
義
塾
大
学

（
以
下
、
慶
大
）
の
ハ
ワ
イ
遠
征
（
一
九
〇
八
年
）
を
皮
切
り
に

両
校
は
、
連
盟
が
結
成
さ
れ
る
一
九
二
五
年
ま
で
の
間
に
そ
れ
ぞ

れ
数
回
の
海
外
遠
征
を
経
験
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
一
九
一
〇
年

代
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
お
よ
び
朝
鮮
・
満
洲
へ
頻
繁
に
遠
征
す
る

各
校
の
姿
が
『
六
大
学
野
球
全
集
』
の
記
録
か
ら
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
九
一
七
年
一
二
月
に
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
早
大
の

台
湾
遠
征
（
表
１
）
も
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
遠
征
の
途
上
に
あ
っ

た
同
校
が
台
湾
に
立
ち
寄
る
こ
と
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ

た
（7）

。

　

こ
の
早
大
遠
征
を
端
緒
と
し
て
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
三
七
年
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の
二
〇
年
間
に
東
京
帝
国
大
学
（
以
下
、
東
大
）
を
除
く
五
チ
ー

ム
が
延
べ
一
三
回
の
台
湾
遠
征
を
敢
行
し
た
。
こ
の
一
三
回
の
遠

征
は
、
前
述
の
早
大
遠
征
を
含
む
一
九
二
四
年
ま
で
の
五
回
と

一
九
二
九
年
以
降
の
八
回
に
区
分
し
う
る
。
そ
の
最
大
の
差
異

は
、
前
者
が
多
様
な
人
々
に
よ
っ
て
主
催
さ
れ
た
の
に
対
し
、
後

者
は
一
貫
し
て
台
湾
日
日
新
報
社
が
主
催
者
を
務
め
た
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
本
稿
で
は
、
立
大
野
球
部
の
活
動
を
事

例
に
立
ち
入
っ
て
見
て
い
き
た
い
。

　

立
大
野
球
部
が
帝
国
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
台
湾
に
は
じ
め

て
遠
征
し
た
の
は
、
一
九
二
三
年
一
二
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け

て
の
約
二
週
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
年
の
一
九
二
二
年
七
月
か
ら

八
月
に
か
け
て
立
大
野
球
部
は
、
初
め
て
の
海
外
遠
征
（
朝
鮮
・

満
洲
）
を
経
験
し
て
い
る
（8）

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
台
湾
遠
征
は

立
大
に
と
っ
て
二
度
目
の
海
外
遠
征
に
当
た
る
。
遠
征
の
目
的
は

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
手
が
か
り
は
残
さ
れ
て
い
る
。
主
将
の
太

田
清
一
郎
捕
手
と
橋
本
哲
夫
遊
撃
手
は
、『
台
湾
日
日
新
報
』
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
応
え
て
い
る
。

矢
張
り
チ
ー
ム
の
歴
史
と
云
ふ
も
の
は
試
合
に
な
つ
て
意
外

に
力
あ
る
も
の
で
す
…
（
略
）
…
昨
年
春
か
ら
大
学
リ
ー
グ

戦
に
加
盟
し
ま
し
た
の
で
今
暫
く
奮
闘
せ
ね
ば
な
り
ま
す
ま

い
（9）

表1　東京六大学野球連盟チームの台湾遠征一覧

期　　間 大学名
順位

主　　催 試合数
春 秋

 1 ）1917.12.17－1918.1 早稲田大学 － 2 北部野球協会 9

 2 ）1918.12.28－1919.1 法政大学 4 3 北部野球協会/嘉義野球協会 9

 3 ）1922.12.25－1923.1.9 慶應義塾大学* 1 2 神代正雄 10

 4 ）1922.12.30－1923.1.9 法政大学 3 5 伊藤杏堂（台南新報記者）ほか 9

 5 ）1923.12.28－1924.1 立教大学** 4 4 台湾体育協会/台北倶楽部 10

 6 ）1929.12.27－1930.1.9 慶應義塾大学 1 2 台湾日日新報 9

 7 ）1930.12.30－1931.1.12 早稲田大学 3 3 　　 〃 8

 8 ）1931.12.29－1932.1.15 明治大学 5 3 　　 〃 12

 9 ）1932.12.29－1933.1.13 法政大学 2 1 　　 〃 11

10）1933.12.29－1934.1.25 立教大学 1 　　 〃 9

11）1934.12.29－1935.1.18 早稲田大学 3 　　 〃 10

12）1935.12.28－1936.1.15 立教大学 4 2 　　 〃 11

13）1936.12.26－1937.1.13 明治大学 1 2 　　 〃 11

（出所）�謝仕淵「帝国的体育運動与殖民地的現代性 　　 日治時期台湾棒球運動研究」（国立台湾師
範大学歴史学系博士論文、2011年1月）118頁より作成。

（備考）1）* 慶應義塾大学は、大学と普通部の混成チーム。
　　　 2）**「帝国的体育運動与殖民地的現代性」では９試合と掲げられているが、実際は10試合。
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彼
ら
が
問
題
視
し
て
い
た
の
は
、
一
九
二
一
年
に
リ
ー
グ
へ
加
盟

し
た
ば
か
り
の
立
大
は
「
歴
史
」＝
経
験
が
浅
く
、
そ
れ
ゆ
え

ゲ
ー
ム
に
お
い
て
力
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
事
実
、

新
た
に
リ
ー
グ
へ
加
わ
っ
た
法
政
大
学
（
一
九
一
七
年
加
盟
。
以

下
、
法
大
）
と
立
大
は
、
一
九
二
五
年
に
東
京
六
大
学
リ
ー
グ
が

成
立
す
る
ま
で
常
に
最
下
位
争
い
を
演
じ
て
い
た
。
以
上
の
状
況

か
ら
判
断
す
れ
ば
、
一
九
二
二
年
以
降
に
実
施
さ
れ
た
植
民
地
遠

征
の
主
目
的
は
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム
経
験
の
蓄

積
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
二
三
年
一
二
月
二
八
日
に
笠
戸
丸
で
基
隆
に
到
着
し
た
立

大
野
球
部
一
五
名
は
、
二
九
日
台
北
倶
楽
部
（
鉄
団
、
総
督
府

団
、
台
北
州
団
、
中
学
校
学
生
団
の
混
成
チ
ー
ム
）、
三
〇
日
嫩

倶
楽
部
（
旧
嫩
倶
楽
部
、
専
売
養
気
団
、
陸
軍
団
、
鈴
木
済
美
団

の
混
成
チ
ー
ム
）
と
相
次
い
で
対
戦
し
た
（10）

。
会
場
と
な
っ
た
台

北
の
円
山
球
場
は
「
著
く
汽
動
車
毎
に
満
員
鈴
な
り
の
有
様
で
試

合
開
始
頃
に
は
ス
タ
ン
ド
は
殆
ん
ど
黒
く
な
つ
た
」
と
い
う
人
気

で
あ
っ
た
（11）

。
三
一
日
に
は
新
竹
に
移
動
し
て
全
新
竹
倶
楽
部
・

台
北
倶
楽
部
と
ダ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー
を
戦
い
、
一
月
一
日
と
三
日
に

は
高
雄
で
嫩
倶
楽
部
と
再
戦
し
た
。
台
北
と
同
様
に
高
雄
で
も

「
千
余
枚
の
会
員
券
売
切
れ
と
云
ふ
人
気
」
で
あ
っ
た
（12）

。
四
日

午
後
二
時
に
は
台
南
で
塩
水
港
製
糖
と
対
戦
し
、
夜
行
列
車
で
台

北
に
戻
っ
た
あ
と
、
翌
五
日
午
後
二
時
か
ら
台
北
倶
楽
部
と
戦
っ

た
。
さ
ら
に
六
日
と
八
日
に
も
嫩
倶
楽
部
・
全
台
北
と
そ
れ
ぞ
れ

対
戦
し
た
。
戦
績
は
、
一
〇
戦
八
勝
一
敗
一
分
で
あ
っ
た
。
ゲ
ー

ム
経
験
の
蓄
積
に
遠
征
の
目
的
を
求
め
る
な
ら
ば
、
立
大
野
球
部

に
と
っ
て
こ
の
遠
征
は
相
当
に
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
は
ず
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
台
湾
に
遠
征
し
た
立
大
野
球
部
は
「
不
愉
快
な
印

象
を
残
し
帰
国
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（13）

。
直
接
の
原
因
は
、
一

月
一
日
に
高
雄
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
対
嫩
倶
楽
部
戦
の
審

判
判
定
に
対
す
る
不
服
に
あ
る
が
（14）

、
さ
ら
に
重
要
な
問
題
は
次

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
示
さ
れ
て
い
る
。

私
達
は
普
通
学
生
団
の
遠
征
と
同
じ
意
味
で
来
た
の
に
拘
は

ら
ず
主
催
者
側
の
無
理
解
か
ら
純
然
た
る
興
行
チ
ー
ム
と
し

て
取
扱
は
れ
た
や
う
に
思
は
れ
ま
す
要
す
る
に
主
催
者
側
の

甘
言
に
乗
せ
ら
れ
悪
辣
な
る
彼
等
の
為
め
に
利
用
さ
れ
た
様

な
も
の
で
一
般
の
収
益
は
徒
ら
に
彼
等
一
味
の
懐
を
肥
や
し

た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
…
（
略
）
…
滞
在
十
二
日
間
十
回
の
試
合

も
多
過
ぎ
た
で
せ
う
（15）

つ
ま
り
、
立
大
野
球
部
の
不
満
は
、
①
遠
征
試
合
の
興
業
化
と
収

益
の
独
占
、
②
収
入
の
積
み
上
げ
を
目
的
と
し
た
過
密
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
設
定
、
と
い
う
主
催
者
の
行
動
に
集
約
さ
れ
る
。

　

表
１
に
前
掲
し
た
よ
う
に
、
立
大
野
球
部
を
台
湾
に
招
聘
し
た

の
は
台
湾
体
育
協
会
と
台
北
倶
楽
部
で
あ
っ
た
。
台
湾
体
育
協
会
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は
、
一
九
一
五
年
に
設
立
さ
れ
た
北
部
野
球
協
会
を
前
身
と
す

る
（16）

。
北
部
野
球
協
会
は
、
高
橋
辰
次
郎
（
臨
時
台
湾
総
督
府
工

事
部
長
）
を
会
長
、
加
福
豊
次
（
台
北
庁
長
）
を
副
会
長
と
す

る
、
官
製
の
色
彩
が
強
い
野
球
団
体
で
あ
っ
た
。
同
協
会
の
主
た

る
目
的
の
一
つ
は
、
日
本
国
内
の
強
豪
チ
ー
ム
を
台
湾
に
招
聘

し
、
交
流
試
合
を
通
じ
て
台
湾
島
内
チ
ー
ム
の
技
量
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
に
あ
っ
た
（17）

。
前
述
し
た
早
大
の
台
湾
遠
征
も
ま
た
高
橋

会
長
が
「
上
京
の
砌
り
早
稲
田
大
学
の
運
動
部
長
安
部
磯
雄
氏
と

会
見
し
て
色
々
と
打
合
」
せ
た
こ
と
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ

た
（18）

。
一
九
二
二
年
一
一
月
、「
宜
し
く
序
上
の
団
体
〔
北
部
野

球
協
会
、
漕
艇
協
会
、
北
部
庭
球
協
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
〕

を
統
一
し
て
別
に
基
礎
強
固
な
る
団
体
を
組
織
し
相
協
力
し
て
斯

界
の
発
達
を
企
図
」
し
た
下
村
宏
総
務
長
官
の
主
導
に
よ
っ
て
台

湾
体
育
協
会
が
財
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
北
部
野
球
協
会

は
台
湾
体
育
協
会
の
野
球
部
に
改
組
さ
れ
た
。
一
九
二
二
年
度
の

台
湾
体
育
協
会
野
球
部
予
算
一
一
二
四
円
の
う
ち
、
約
四
〇
％
に

相
当
す
る
四
六
六
円
が
島
外
チ
ー
ム
招
待
関
係
費
に
充
て
ら
れ

た
。
島
外
チ
ー
ム
の
招
聘
事
業
は
、
同
協
会
野
球
部
に
お
い
て
も

引
き
続
き
中
核
事
業
と
み
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

い
ま
一
方
の
主
催
者
で
あ
る
台
北
倶
楽
部
は
、
立
大
の
招
聘
に

当
た
っ
て
臨
時
に
結
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
っ
た
（19）

。
た
だ
し
、

『
台
湾
日
日
新
報
』
に
は
「
主
催
者
の
神
代
芹
沢
」（20）
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
運
営
は
台
北
で
三
Ｋ
商
店
と
い
う
運
動

具
店
を
経
営
す
る
傍
ら
一
九
二
二
～
二
三
年
の
慶
大
遠
征
を
主
催

し
た
経
験
を
持
つ
「
野
球
ブ
ロ
ー
カ
ー
」
神
代
正
雄
と
高
雄
で
機

械
・
金
物
店
を
営
ん
で
い
た
「
台
湾
球
界
の
名
物
男
」
芹
沢
健
治

の
二
名
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
台
湾
体
育
協
会
は
、
名
目
上

の
主
催
者
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
神
代
と
芹
沢
は
、
立
大
と
同
時
に
甲
陽
中
学
（
同
年

の
全
国
中
学
野
球
大
会
優
勝
）
を
台
湾
に
招
聘
し
て
い
た
が
、
こ

こ
で
も
立
大
と
同
様
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。

去
る
〔
一
九
二
四
年
一
月
〕
三
日
台
北
円
山
運
動
場
で
挙
行

さ
れ
た
内
地
か
ら
遠
征
来
の
兵マ

マ

庫
県
立
甲
陽
中
学
チ
ー
ム
と

新
た
に
組
織
さ
れ
た
台
北
倶
楽
部
Ａ
組
と
の
野
球
試
合
は
台

湾
野
球
界
史
を
汚
涜
す
る
も
の
で
あ
る
、
今
回
の
催
し
は
一

種
の
興
行
的
の
企
で
あ
る
が
主
催
者
某
々
は
金
子
儲
け
の
為

に
■
■
放
題
の
真
似
を
な
し
、
台
湾
体
育
協
会
の
鼻
先
と
台

北
市
役
所
の
無
理
解
を
■
と
し
て
居
る
（
■
は
汚
損
の
た
め

判
読
不
能
の
文
字
を
示
す
）（21）

要
す
る
に
事
実
上
の
主
催
者
で
あ
る
神
代
と
芹
沢
の
目
的
は
、
公

的
性
格
の
強
い
台
湾
体
育
協
会
を
名
目
上
の
主
催
者
と
し
つ
つ
、

台
湾
に
お
い
て
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
野
球
人
気
を
背
景
と
し
て
本

質
的
に
非
営
利
性
が
期
待
さ
れ
る
学
生
野
球
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
、

利
益
を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
「
堂
々
た
る
選
手
か
ら
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成
る
店
員
を
率
ゐ
、
店
の
こ
と
は
其
方
の
け
に
し
て
野
球
に
熱
狂

ば
か
り
し
て
ゐ
」
た
こ
と
か
ら
「
何
万
と
い
ふ
財
産
も
棒
に

振
」
っ
た
芹
沢
に
と
っ
て
立
大
と
甲
陽
中
学
の
遠
征
は
（22）

、
そ
れ

ま
で
の
損
失
を
補
填
し
う
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
立
大
側
の
目
的
は
、
ゲ
ー
ム
経
験
の
蓄
積
だ
け
に
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
彼
ら
が
言
う
「
普
通
学
生

団
の
遠
征
」
は
、
必
ず
し
も
チ
ー
ム
に
対
す
る
無
報
酬
を
意
味
す
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
や
や
後
の
時
期
と
な
る
一
九
二
八
年

度
の
立
大
野
球
部
収

支
を
表
２
に
掲
げ

た
。
同
年
度
に
お
け

る
他
大
学
の
収
入
が

そ
れ
ぞ
れ
慶
大

三
八
四
一
六
円
、
早

大
七
〇
一
六
八
円
、

明
大
七
六
八
三
六
円

で
あ
っ
た
の
に
対

し
（23）

、
立
大
の
そ
れ

は
二
八
一
六
五
円
に

す
ぎ
な
い
。
お
そ
ら

く
そ
の
要
因
は
、

リ
ー
グ
戦
観
客
動
員

数
の
差
異
に
よ
っ
て

生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
立
大
に
と
っ
て
地
方
遠

征
入
場
料
は
損
益
を
決
定
す
る
重
要
な
収
入
源
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
当
時
の
野
球
部
の
財
政
は
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

用
具
代
の
未
払
い
さ
え
生
じ
て
い
た
（24）

。
以
上
の
状
況
を
鑑
み
れ

ば
、
立
大
野
球
部
の
不
満
は
、
彼
ら
が
満
足
す
る
収
入
の
分
配
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
『
台
湾
日
日
新
報
』
は
、「
将
来
台

湾
に
他
の
チ
ー
ム
を
招
聘
す
る
場
合
或
は
優
秀
な
野
球
選
手
を
台

湾
の
野
球
界
に
迎
へ
る
上
に
大
き
な
支
障
を
作
つ
た
事
を
台
湾
運

動
界
の
為
遺
憾
に
思
ふ
」（25）
と
報
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
台
湾
日

日
新
報
』
の
予
見
が
的
中
し
た
か
の
よ
う
に
、
そ
の
後
し
ば
ら
く

は
東
京
六
大
学
野
球
リ
ー
グ
に
属
す
る
チ
ー
ム
の
台
湾
遠
征
が
行

わ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

２　

�

一
九
三
三
～
三
六
年
に
お
け
る
立
教
大
学
野
球

部
の
台
湾
遠
征

　

立
大
の
ト
ラ
ブ
ル
以
降
、
東
京
六
大
学
野
球
リ
ー
グ
に
属
す
る

チ
ー
ム
の
台
湾
遠
征
は
一
九
二
九
年
の
慶
大
遠
征
ま
で
行
わ
れ
て

い
な
い
。
と
は
い
え
、
一
九
二
四
年
の
立
大
遠
征
か
ら
一
九
二
九

年
の
慶
大
遠
征
ま
で
の
五
年
間
に
日
本
国
内
チ
ー
ム
の
台
湾
遠
征

が
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

表2　立教大学野球部収支（1928年度）
（単位：円）

収　　入 支　　出
リーグ戦入場料 20,115 用具費 4,417
部費 1,700 部員合宿家賃 3,912
地方遠征入場料 6,350 運動場設備整理費 1,649

その他 18,574

計 28,165 計 28,552
差引 ▲ 387
合宿建築費 5,000
再差引 ▲ 5,387

（出所）�立教大学野球部編纂委員会編『立教大学野球部史』
（セントポールズ・ベースボール・クラブ、1981年）
60頁より作成。
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一
九
二
四
年
三
月
に
は
、
台
湾
体
育
協
会
の
主
催
に
よ
っ
て
大

毎
が
二
度
目
の
台
湾
遠
征
を
行
い
、
一
〇
戦
一
〇
勝
の
好
成
績
を

残
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
同
志
社
大
学
（
同
年
一
二
月
、
プ
ロ
団

主
催
、
三
勝
一
敗
）、
長
崎
高
商
（
一
九
二
五
年
一
二
月
、
塩
水

港
製
糖
野
球
部
主
催
、
七
勝
二
敗
）、
山
口
高
商
（
一
九
二
七
年

一
二
月
、
黒
洋
倶
楽
部
主
催
、
五
勝
二
敗
一
分
）、
立
命
館
大
学

（
同
、
三
勝
二
敗
）、
京
都
帝
国
大
学
（
以
下
、
京
大
、
一
九
二
八

年
一
二
月
、
台
湾
日
日
新
報
社
主
催
、
五
勝
四
敗
）
と
い
っ
た
具

合
に
西
日
本
の
学
生

チ
ー
ム
が
ほ
ぼ
毎
年
台

湾
に
遠
征
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
遠
征
か
ら

看
取
さ
れ
る
こ
と
は
、

次
の
二
点
で
あ
る
。
一

点
目
は
、
遠
征
し
た
学

生
チ
ー
ム
に
は
何
ら
か

の
形
で
「
報
酬
」
が
支

払
わ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
ば
立
命
館

大
学
の
遠
征
で
は
、
剰

余
金
五
〇
〇
円
の
う
ち

経
費
を
控
除
し
た

四
〇
〇
円
が
立
命
館
大

学
の
選
手
に
贈
呈
さ
れ
た
（26）

。
ま
た
、
京
大
の
遠
征
に
際
し
て
台

湾
日
日
新
報
社
は
、
選
手
の
招
聘
旅
費
や
滞
在
雑
費
は
も
ち
ろ

ん
、
見
学
費
や
餞
別
ま
で
負
担
し
た
（
表
３
）。
前
掲
表
２
で
も

確
認
し
た
よ
う
に
、
た
と
え
学
生
で
あ
る
と
は
い
え
、
遠
征
チ
ー

ム
に
対
す
る
現
金
の
付
与
は
異
例
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
遠
征
チ
ー
ム
へ
の
「
報
酬
」
付
与
を
前
提
と
す
れ

ば
、
主
催
者
側
の
支
出
は
自
ず
と
増
大
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ

を
賄
う
た
め
に
は
、
観
衆
か
ら
一
定
の
入
場
料
を
徴
収
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
台
湾
で
は
入
場
料
の
徴
収
が
必
ず
し

も
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。
前
掲
し
た
長
崎
高
商
と
の
交
流
試
合

で
は
観
衆
か
ら
入
場
料
を
徴
収
し
た
が
ゆ
え
に
観
客
動
員
数
が
伸

び
悩
み
、「
頗
る
淋
し
く
定
連
は
五
百
人
許
り
」
に
す
ぎ
な
か
っ

た
と
い
う
（27）

。
そ
の
要
因
を
湯
川
充
雄
は
、
①
「
運
動
競
技
を
有

料
で
見
る
事
に
習
さ
れ
て
居
な
い
事
」、
②
「
有
料
で
見
る
程
の

緊
張
し
た
、
興
味
あ
る
ゲ
ー
ム
の
な
い
事
」
の
二
つ
に
求
め
て
い

る
。
要
す
る
に
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
二
九
年
に
か
け
て
の
招
聘

事
業
が
抱
え
た
問
題
は
、
入
場
料
に
見
合
っ
た
水
準
の
ゲ
ー
ム
を

観
衆
に
提
供
で
き
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
台
湾
側
チ
ー
ム
の
技
量

水
準
を
た
だ
ち
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
な
ら
ば
、
高

い
技
量
を
持
つ
チ
ー
ム
を
台
湾
に
招
聘
す
る
こ
と
が
最
も
現
実
的

な
解
決
策
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
最
も
高
い
水
準
の
技
量
を

有
す
る
チ
ー
ム
は
、
東
京
六
大
学
野
球
リ
ー
グ
に
属
す
る
大
学
野

球
部
で
あ
っ
た
。

表 3   京都帝国大学台湾遠征における収支（1928～29年）
（単位：円）

収入（Ａ） 3,385.95
支出（Ｂ） 3,240.75
　　選手招聘旅費及雑費（15人分） 1,661.20
　　選手見学費寄附 300.00
　　一行へ餞別 100.00
　　試合費 885.00
　　雑費 294.55
A－B 145.20
台北市役所に寄附 ▲ 300.00
台湾日日新報社損失 ▲ 154.80

（出所）�湯川充雄編『台湾野球史』（台湾日日新報社運動具部、
1932年）612頁より作成。
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二
点
目
は
、
台
湾
総
督
府
の
支
援
を
受
け
た
御
用
新
聞
の
台
湾

日
日
新
報
社
が
主
催
者
と
し
て
登
場
し
た
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の

山
口
高
商
を
招
聘
し
た
の
は
、
黒
洋
倶
楽
部
と
い
う
実
業
野
球

チ
ー
ム
で
あ
っ
た
が
、
台
湾
日
日
新
報
社
は
台
湾
体
育
協
会
と
と

も
に
こ
の
招
聘
を
後
援
し
た
。
翌
年
、
台
湾
日
日
新
報
社
は
単
独

で
京
大
の
台
湾
遠
征
を
主
催
し
た
。
一
九
二
九
～
三
〇
年
の
慶
大

遠
征
は
（
表
１
）、
山
口
高
商
と
京
大
を
招
聘
し
た
経
験
を
踏
ま

え
た
う
え
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
国
内

の
学
生
野
球
イ
ベ
ン
ト
と
同
様
、
植
民
地
台
湾
に
お
い
て
も
メ

デ
ィ
ア
が
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
介
し
て
野
球
普
及
者
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
二
九
年
以
降
に
台
湾
日
日
新
報
社

が
主
催
し
た
東
京
六
大
学
野
球
リ
ー
グ
所
属
チ
ー
ム
の
台
湾
遠
征

は
、
こ
の
二
つ
の
背
景
を
前
提
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
経
費
や
遠
征
チ
ー
ム
に
対
す
る
「
報
酬
」

を
賄
う
た
め
に
は
、
観
客
動
員
数
を
増
大
さ
せ
、
一
定
の
収
入
を

得
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
台
湾
日
日
新
報
社
は
、
遠
征

チ
ー
ム
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
紙
面
の
多
く
を
割
い
て
積
極
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
確
認
し

て
お
こ
う
。

　

前
述
し
た
一
九
二
三
～
二
四
年
に
お
け
る
立
大
の
台
湾
遠
征
に

関
す
る
第
一
報
は
、
一
九
二
三
年
一
二
月
一
三
日
の
紙
面
に
掲
載

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
立
大
の
基
隆
到
着
を
報
じ
た
二
九
日
ま
で
に

立
大
の
台
湾
遠
征
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
一
六
日

（「
立
教
大
学
と
台
南
の
野
球
」）、
一
九
日
（「
新
竹
野
球
協
会
で

立
教
チ
ー
ム
招
聘
」）、
二
八
日
（「
立
教
大
学
対
台
北
倶
楽
部
野

球
戦
」）
の
三
回
に
す
ぎ
な
い
。
い
ず
れ
も
試
合
の
日
程
を
知
ら

せ
る
ほ
ん
の
数
行
の
小
さ
な
記
事
で
あ
っ
た
。
一
九
二
五
～
二
六

年
に
お
け
る
長
崎
高
商
の
遠
征
も
ほ
ぼ
同
様
の
扱
い
で
あ
っ
た
。

長
崎
高
商
の
台
湾
遠
征
を
報
じ
る
第
一
報
は
、
一
九
二
五
年
一
一

月
三
〇
日
の
夕
刊
（「
長
崎
高
商
野
球
団
来
台
」）
で
あ
っ
た
が
、

一
二
月
二
五
日
の
同
校
の
到
着
ま
で
に
同
校
に
関
す
る
記
事
が
紙

面
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
三
回
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
台
湾
日
日
新
報
社
が
後
援
し
た
山
口
高
商
の
遠
征

で
は
様
相
が
異
な
る
。『
台
湾
日
日
新
報
』
が
山
口
高
商
の
台
湾

遠
征
を
は
じ
め
て
報
じ
た
の
は
一
九
二
七
年
一
二
月
四
日
の
夕
刊

（「
山
口
高
商
野
球
団
／
本
月
下
旬
来
台
に
内
定
」）
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
二
七
日
に
同
校
が
台
湾
に
到
着
す
る
ま
で
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
は
そ
れ
以
前
と
同
様
に
三
回
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
一
回
（「
近
く
来
台
す
る
山
口
高
商
の
陣
容
」
一
九
二
七
年

一
二
月
一
三
日
）
は
山
口
高
商
の
チ
ー
ム
と
し
て
の
特
色
を
詳
細

に
紹
介
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
二
九
～
三
〇
年
に
台
湾
日
日

新
報
社
が
主
催
し
た
慶
大
の
台
湾
遠
征
は
、
一
九
二
九
年
一
一
月

二
二
日
「
慶
應
大
学
野
球
部
第
一
選
手
来
征
」
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
報
じ
ら
れ
た
が
、
一
二
月
二
七
日
に
慶
大
が
到
着
す
る
ま
で
に

数
回
に
わ
た
っ
て
関
連
記
事
が
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
内
容

は
、
単
な
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
告
知
だ
け
で
は
な
く
、
選
手
の
経
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歴
を
詳
細
に
紹
介
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（「
フ
ア
ン
の
憧
れ
／
慶

應
軍
の
顔
触
／
い
ず
れ
も
世
界
的
名
選
手
揃
ひ
」
一
九
二
九
年

一
二
月
八
日
）。
一
九
三
三
～
三
四
年
に
一
〇
年
ぶ
り
の
台
湾
遠

征
を
敢
行
し
た
立
大
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
（
表
４
）。

一
九
三
三
年
一
〇
月
一
五
日
の
紙
面
に
お
い
て
立
大
野
球
部
の
台

湾
遠
征
を
報
じ
る
と
（28）

、
立
大
野
球
部
が
台
湾
に
到
着
す
る
一
二

月
三
〇
日
ま
で
に
『
台
湾
日
日
新
報
』
は
、
相
当
の
紙
面
を
割
い

て
特
集
を
組
み
（「
立
教RIK

K
IO

を
謳
ふ
」
五
回
、「
立
教
を
迎

へ
る
強
豪
」
二
回
）、
立
大
野
球
部
と
対
戦
相
手
で
あ
る
在
台
湾

野
球
チ
ー
ム
を
紹
介
し
て
い
る
。『
台
湾
日
日
新
報
』
は
、
招
聘

す
る
チ
ー
ム
の
メ
デ
ィ
ア
露
出
を
事
前
に
高
め
る
こ
と
で
観
客
動

員
数
の
増
大
を
企
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

招
聘
チ
ー
ム
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
台
湾
日
日
新
報
社
は
、

植
民
地
行
政
が
有
す
る
「
権
威
」
を
も
積
極
的
に
活
用
し
た
。

一
九
二
三
～
二
四
年
の
遠
征
と
一
九
三
三
～
三
四
年
の
そ
れ
を
比

較
し
て
み
よ
う
。

　

一
九
二
三
年
一
二
月
二
八
日
午
前
五
時
に
笠
戸
丸
で
基
隆
に
到

着
し
た
立
大
野
球
部
は
、
午
前
七
時
三
〇
分
の
列
車
で
台
北
に
向

か
っ
た
（29）

。
台
北
駅
で
は
招
聘
関
係
者
が
「
運
動
家
ら
し
い
簡
単

な
而
も
熱
の
あ
る
挨
拶
」
で
出
迎
え
た
。
そ
の
後
、「
一
行
は
停

車
場
前
で
出
迎
へ
の
人
々
と
別
れ
直
ち
に
宿
舎
の
二
葉
旅
館
に
引

揚
げ
」、
二
八
日
午
後
練
習
、
二
九
日
午
後
台
北
倶
楽
部
、
三
〇

日
嫩
倶
楽
部
と
対
戦
、
と
い
う
よ
う
に
、
淡
々
と
日
程
を
消
化
し

て
い
る
。
一
方
、
一
〇
年
後
の
一
九
三
三
年
一
二
月
三
〇
日
午
後

五
時
に
基
隆
港
に
到
着
し
た
立
大
野
球
部
一
行
は
、
同
港
で
台
湾

日
日
新
報
社
社
員
の
出
迎
え
を
受
け
た
あ
と
、
自
動
車
に
分
乗
し

て
台
北
に
向
か
っ
た
（30）

。
同
日
午
後
七
時
に
は
、
蓬
莱
閣
に
お
い

て
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
た
。
歓
迎
会
の
出
席
者
は
、
在
台
日
本
人

商
工
業
者
の
重
鎮
で
あ
る
三
好
徳
三
郎
や
台
湾
体
育
協
会
の
関
係

表4　1930年代における立大野球部台湾遠征の戦績
日 程 スコア 対戦相手 球　場

1934. 1. 1 ○ ４－０ CB団 台北/円山球場
1934. 1. 2 ● ８－14 鉄団 　　　　〃
1934. 1. 3 ○ ３－１ CB団 　　　　〃
1934. 1. 5 ○ 15－０ 全台中 台中/水源地球場
1934. 1. 6 ○ ７－３ 全台南 台南/台南市営球場
1934. 1. 7 ● ２－４ 全高雄 高雄/東球場
1934. 1. 9 ○ 13－４ 嘉義クラブ 嘉義/嘉義市営球場
1934. 1.13 ○ ５－１ 鉄団 台北/円山球場
1936. 1. 1 ○ 10－１ 鉄団 台北/円山球場
1936. 1. 2 ○ ４－２ CB団 　　　　〃
1936. 1. 3 ○ ９－４ 専売団 　　　　〃
1936. 1. 4 ○ ５－４ 鉄団 　　　　〃
1936. 1. 5 ○ 14－３ 台南州団 台南/台南市営球場
1936. 1. 7 ○ 12－１ 全高雄 高雄/高雄市東球場
1936. 1. 8 ○ ４－３ 全嘉義 嘉義/嘉義市公園球場
1936. 1.10 ○ 19－１ 台中CP団 台中/水源地球場
1936. 1.11 ○ ５－０ CB団 台北/円山球場
1936. 1.12 ○ 13－８ 専売団 　　　　〃
1936. 1.13 ○ ７－３ 台北高商 　　　　〃

（出所）�『台湾日日新報』各号、久保田正次編『立教大学野球部史（昭
和十年度）』（立教大学野球部、1936年）46～54頁より作成。
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者
、
台
湾
日
日
新
報
社
の
河
村
徹
社
長
お
よ
び
対
戦
相
手
の
鉄
団

（
台
湾
総
督
府
鉄
道
部
）・
Ｃ
Ｂ
団
（
同
通
信
局
）
の
選
手
全
員
で

あ
っ
た
。
翌
三
一
日
に
は
再
び
自
動
車
に
分
乗
し
て
台
湾
神
社
を

参
拝
し
つ
つ
、
中
川
健
蔵
台
湾
総
督
と
平
塚
広
義
総
務
長
官
を
そ

れ
ぞ
れ
官
邸
に
表
敬
訪
問
し
た
（31）

。
一
九
三
四
年
一
月
一
日
に
開

催
さ
れ
た
Ｃ
Ｂ
団
戦
は
、
中
川
総
督
と
平
塚
長
官
が
観
戦
し
た

（32）

。
立
大
野
球
部
が
戦
っ
た
の
は
、
一
九
二
三
～
二
四
年
の
一
〇

試
合
と
ほ
ぼ
同
じ
九
試
合
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
百
瀬
和
夫
捕
手

に
よ
れ
ば
、「
愉
快
な
台
湾
遠
征
で
あ
つ
た
」（33）
。

　

そ
の
わ
ず
か
二
年
後
、
立
大
野
球
部
は
三
回
目
の
台
湾
遠
征
を

敢
行
す
る
。
一
九
三
五
年
一
二
月
一
二
日
の
『
台
湾
日
日
新
報
』

紙
面
で
立
大
遠
征
が
報
じ
ら
れ
る
と
、
前
回
同
様
に
特
集
が
組
ま

れ
（「
立
教
再
び
来
征
」
七
回
、「
立
教
軍
を
迎
へ
る
」
六
回
）、

立
大
野
球
部
の
選
手
が
紹
介
さ
れ
た
。
目
玉
は
、
一
九
三
五
年
秋

リ
ー
グ
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
と
な
っ
た
景
浦
将
投
手
と
西
郷
隆
盛
の

孫
の
西
郷
準
投
手
で
あ
っ
た
（34）

。
一
二
月
二
八
日
午
後
に
基
隆
に

到
着
し
た
立
大
野
球
部
一
行
は
、
立
大
校
旗
と
台
湾
日
日
新
報
の

社
旗
を
掲
げ
た
汽
車
に
搭
乗
し
て
台
北
に
入
り
、
河
村
社
長
の
出

迎
え
を
受
け
た
（35）

。
そ
の
後
、
台
北
駅
前
に
準
備
さ
れ
た
自
動
車

七
台
に
分
乗
し
て
台
湾
神
社
を
参
拝
し
、
次
い
で
前
回
同
様
に
総

督
官
邸
と
総
務
長
官
官
邸
を
訪
問
し
て
中
川
総
督
と
平
塚
長
官
を

表
敬
訪
問
し
た
。
一
月
九
日
に
は
日
月
潭
に
立
ち
寄
っ
て
発
電
所

を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
台
北
で
は
板
橋
の
林
本
源
庭
園
や
北
投

温
泉
の
台
湾
日
日
新
報
社
ク
ラ
ブ
を
訪
問
し
た
（36）

。
立
大
は
、

一
一
戦
全
勝
で
三
回
目
の
台
湾
遠
征
を
終
え
た
。

３　

台
湾
遠
征
の
誘
因

　

一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
立
大
野
球
部
が
海
外
遠
征
を
実
施
し

た
意
図
を
探
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
ず
、
一
九
二
〇
年
代

の
よ
う
に
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム
経
験
の
蓄
積
に

主
た
る
目
的
が
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
海
外
遠
征
は
、
選
手
に
と
っ
て
身

体
的
負
担
が
大
き
い
。
た
と
え
ば
朝
鮮
・
満
洲
遠
征
で
は
、「
一

同
が
代
る
代
る
腹
を
こ
は
し
て
居
る
の
で
試
合
の
上
に
大
影
響
を

及
ぼ
し
」（
一
九
二
二
年
）（37）
、「
原
〔
友
次
一
塁
手
〕
が
腸
チ
フ

ス
で
入
院
し
た
り
、
野
田
〔
健
吉
〕、
片
田
〔
宣
道
〕
両
投
手
が

風
邪
や
腹
痛
に
見
舞
わ
れ
た
り
で
苦
労
の
多
い
旅
と
な
っ
た
」

（
一
九
二
五
年
）（38）
。
ま
た
、「
非
常
な
暑
さ
の
た
め
安
東
で
は
病

人
が
続
出
し
た
」（39）
（
一
九
三
四
年
）。
し
か
し
、
そ
う
し
た
リ
ス

ク
の
割
に
得
ら
れ
る
ゲ
ー
ム
経
験
は
、
決
し
て
大
き
く
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
最
高
水
準
の
リ
ー
グ
に
属
す
る
立

大
野
球
部
と
在
植
民
地
チ
ー
ム
の
力
量
が
、
あ
ま
り
に
も
乖
離
し

て
い
た
た
め
で
あ
る
（
表
４
）。
し
た
が
っ
て
、
遠
征
の
主
目
的

は
別
の
要
因
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

植
民
地
台
湾
に
お
い
て
制
度
化
さ
れ
た
台
湾
日
日
新
報
社
に
よ
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る
イ
ベ
ン
ト
招
聘
に
応
じ
て
立
大
野
球
部
が
消
極
的
に
受
け
入
れ

た
結
果
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
仮
説
は

次
の
記
事
に
よ
っ
て
棄
却
さ
れ
る
。
一
九
三
五
年
三
月
、
立
大
野

球
部
の
浦
田
健
二
主
将
が
東
京
に
出
張
し
た
鉄
団
の
選
手
に
対
し

て
「
来
る
春
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
六
月
頃
是
非
台
湾
に
遠
征
し
た

い
か
ら
何
と
か
骨
を
折
つ
て
も
ら
ひ
た
い
旨
を
漏
ら
し
た
」
と

『
台
湾
日
日
新
報
』
が
報
じ
て
い
る
（40）

。
こ
の
遠
征
案
は
、「
浦

田
、
古
岩
井
〔
理
一
郎
〕
両
選
手
の
ゐ
る
所
か
ら
久
保
田
〔
正

次
〕
部
長
が
言
ひ
出
し
た
も
の
で
、
両
君
と
し
て
は
其
意
は
あ
る

が
何
し
ろ
リ
ー
グ
戦
後
の
短
時
日
し
か
な
く
不
可
能
」
と
な
っ
た

が
（41）

、
こ
こ
か
ら
は
立
大
野
球
部
が
積
極
的
に
台
湾
遠
征
を
志
向

す
る
姿
が
垣
間
見
え
よ
う
。

　

き
わ
め
て
短
い
期
間
に
立
大
野
球
部
が
台
湾
遠
征
を
繰
り
返
し

た
要
因
に
つ
い
て
本
稿
は
、
野
球
部
組
織
の
あ
り
方
か
ら
説
明
を

試
み
た
い
。
一
九
三
一
年
秋
季
リ
ー
グ
で
立
大
野
球
部
は
初
優
勝

を
遂
げ
た
が
、
こ
の
優
勝
は
新
た
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
た
。
当

時
、
東
京
六
大
学
野
球
リ
ー
グ
の
優
勝
校
は
、
ア
メ
リ
カ
に
遠
征

す
る
こ
と
が
慣
行
と
な
っ
て
い
た
（42）

。
以
下
、
や
や
長
く
な
る
が

当
時
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
た
藤
田
寛
治
の
回
顧
を
掲
げ
て
お

こ
う
。扨

私
共
が
初
め
て
優
勝
し
て
見
る
と
や
は
り
米
国
遠
征
を
や

り
度
い
と
云
う
気
持
の
出
て
来
る
の
も
当
然
の
事
で
あ
り
ま

す
。
ま
し
て
立
教
は
聖
公
会
と
の
関
係
も
あ
り
、
そ
れ
は
一

つ
計
画
し
て
見
様
か
と
云
う
事
に
な
り
、
色
々
と
研
究
を
初マ

マ

め
た
の
で
あ
り
ま
す
が
…
（
略
）
…
経
費
の
問
題
に
な
る
と

全
然
予
算
が
立
た
な
い
。
そ
れ
で
、
無
謀
と
も
思
わ
れ
る
の

で
仕
方
無
く
久
保
田
先
生
と
相
談
し
て
中
止
す
る
事
に
し
た

の
で
あ
る
が
、
さ
あ
そ
う
な
る
と
選
手
は
承
知
し
な
い
。
山

城
〔
健
三
主
将
〕
君
が
中
心
と
な
っ
て
米
国
遠
征
を
や
ら
な

い
の
な
ら
ば
我
々
は
退
部
す
る
と
云
う
様
な
空
気
に
な
っ
て

来
た
。
忘
れ
も
し
な
い
旧
智
徳
寮
の
玄
関
側
の
一
隅
に
集
合

し
て
私
しマ

マ

は
つ
る
し
上
げ
に
会
っ
た
。
仕
方
な
く
部
長
先
生

と
相
談
し
て
遠
征
を
決
行
す
る
事
に
し
た
（43）

。

一
九
三
〇
年
一
一
月
に
立
大
で
は
主
力
選
手
に
よ
る
野
田
健
吉
監

督
の
排
斥
運
動
が
発
生
し
て
お
り
、「
山
木
〔
貞
夫
〕
主
将
を
始

め
と
し
繩
岡
〔
修
三
〕
投
手
、
大
内
〔
又
三
郎
〕
二
塁
手
な
ど

二
十
余
名
の
選
手
が
袖
を
連
ね
て
脱
退
し
た
た
め
…
（
略
）
…
野

球
部
は
事
実
上
壊
滅
の
形
と
な
つ
た
」（44）
。
最
終
的
に
は
富
田
彬

部
長
と
野
田
監
督
が
辞
任
し
、
久
保
田
正
次
が
部
長
に
就
任
す
る

こ
と
で
事
態
が
収
拾
さ
れ
る
が
、
久
保
田
が
憂
慮
し
た
の
は
こ
う

し
た
事
態
の
再
現
で
あ
っ
た
（45）

。
結
局
、
選
手
の
意
向
を
優
先
し

て
一
九
三
二
年
に
ア
メ
リ
カ
遠
征
が
強
行
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
遠
征
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
に
立
大
野
球
部
は
「
出

入
り
の
運
動
具
屋
さ
ん
か
ら
ま
で
借
金
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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そ
の
た
め
、「
借
金
が
昭
和
十
八
〔
一
九
四
三
〕
年
く
ら
い
ま
で

続
い
た
」（46）
。
一
九
三
三
年
に
立
大
予
科
に
入
学
し
た
田
宮
富
士

雄
は
、「
昭
和
七
〔
一
九
三
二
〕
年
の
ア
メ
リ
カ
遠
征
以
来
、
部

の
財
政
は
赤
字
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
全
く
赤
字
で

非
常
に
苦
し
ん
で
お
り
い
つ
破
算
す
る
か
と
悩
ん
で
」
い
た
（47）

。

ア
メ
リ
カ
遠
征
の
強
行
は
、
立
大
野
球
部
の
財
政
状
態
を
破
算
直

前
に
ま
で
追
い
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

野
球
部
の
主
た
る
財
源
は
リ
ー
グ
戦
の
入
場
料
で
あ
っ
た
が
、

一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
は
学
生
野
球
の
「
商
業
化
」、「
興
業
化
」

が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
是
正
す
る
学
生
ス
ポ
ー
ツ
浄
化

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
（48）

。
し
か
も
表
５
に
見
る
よ
う
に
、

リ
ー
グ
戦
入
場
料
の
配
分
金
は
平
等
で
は
な
か
っ
た
。
立
大
へ
の

配
分
率
は
、
東
大
を
除
く
五
つ
の
私
立
大
学
の
中
で
最
も
低
位
に

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
他
の
チ
ー
ム
に
比
し
て
立
大
野
球
部
の
財
政

が
最
も
脆
弱
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
立
大
野
球
部
が
借
入

金
を
返
済
す
る
た
め
に
は
、
支
出
の
削
減
や
低
利
資
金
へ
の
借

換
（49）

な
ど
の
ほ
か
に
追
加
的
な
収
入
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
以

上
の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
一
九
三
三
年
以
降
に
お
け
る
立
大
の
積

極
的
な
海
外
遠
征
は
、
文
部
省
の
統
制
が
及
ば
な
い
植
民
地
で
興

行
を
行
う
こ
と
に
よ
り
追
加
的
な
収
入
を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（50）

。

表5　東京六大学野球連盟収支
（単位：円）

1932年秋 1933年春（A） 1933年秋（B） 1933年度（A+B） 1935年度
収　入

内野券 116,412 53,744 83,040 136,784 …
外野券 133,190 59,488 21,288 80,776 …
学生券 30,018 12,874 105,410 118,284 …
その他 20,000 － － － …
計 299,620 126,106 209,738 335,844 478,847
支　出

リーグ積立金 13,787 12,611 20,974 33,584 …
別途積立金 46,699 6,305 － 6,305 …
球場使用料 23,969 12,611 21,024 33,634 …
雑費 15,801 6,864 11,034 17,898 …
計 100,256 38,390 53,032 91,422 104,748
差引 199,364 87,715 156,707 244,422 374,099
各校配分金**
早稲田大学 48,064（24.1） 24,127（27.5） 33,601（21.4） 57,729（23.6） 60,000（16.0）
慶應義塾大学 42,742（21.4） 18,754（21.4） 32,469（20.7） 51,223（21.0） 58,940（15.8）
明治大学 32,261（16.2） 13,243（15.1） 25,530（16.3） 38,773（15.9） 47,710（12.8）
法政大学 43,697（21.9） 14,357（16.4） 19,364（12.4） 33,721（13.8） 54,710（14.6）
立教大学 19,762 （9.9） 12,051（13.7） 23,131（14.8） 35,182（14.4） 49,754（13.3）
東京帝国大学 12,837 （6.4） 5,183 （5.9） 22,611（14.4） 27,794（11.4） 43,491（11.6）
（出所）�「秋のリーグ戦／収入卅万円」（『東京朝日新聞（朝刊）』1932年12月8日）、「総収入十二万六千円

也」（同1933年６月７日）、「秋のリーグ戦収入廿万円」（同1933年12月25日）、「リーグ戦の会
計報告」（『読売新聞（朝刊）』1936年１月28日）より作成。

（出所）1. *雑費の内訳は、整理員費、切符費、警官弁当代。
　　　 2. **各校配分金の右側括弧内の数値は、配分金総額に占める各校の割合（%）を示す。
　　　 3. －はゼロ、…は不明を示す。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
繰
り
返
し
行

わ
れ
た
大
学
野
球
部
の
植
民
地
遠
征
を
立
大
野
球
部
の
台
湾
遠
征

を
事
例
と
し
て
観
察
し
て
き
た
。
本
稿
が
得
た
知
見
は
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

　

一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
立
大
野
球
部
が
植
民
地
遠
征
を
行
っ

た
目
的
は
、
①
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム
経
験
の
蓄

積
、
②
野
球
部
組
織
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
収
入
の
確

保
、
の
二
つ
に
あ
っ
た
。
わ
け
て
も
他
大
学
に
比
し
て
リ
ー
グ
戦

収
入
が
少
な
く
、
地
方
遠
征
入
場
料
に
依
存
す
る
財
政
構
造
に

あ
っ
た
立
大
野
球
部
に
と
っ
て
そ
の
多
寡
は
、
組
織
の
死
活
に
直

結
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
満
足
し
う
る
収
入
の
分
配
を

得
ら
れ
る
か
否
か
は
、
主
催
者
の
行
動
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。

一
九
二
三
～
二
四
年
の
台
湾
遠
征
の
場
合
、
主
催
者
自
身
が
利
益

の
確
保
を
強
く
意
図
し
た
た
め
、
立
大
野
球
部
は
十
分
な
収
入
の

分
配
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
後
、
東
京
六
大

学
野
球
リ
ー
グ
に
属
す
る
チ
ー
ム
の
台
湾
遠
征
は
し
ば
ら
く
中
断

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
三
〇
年
代
に
大
学
野
球
部
の
台
湾
遠
征
を
主
催
し
た
台
湾

日
日
新
報
社
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
経
費
や
遠
征
チ
ー
ム
に
対

す
る
「
報
酬
」
を
賄
う
た
め
に
観
客
動
員
数
を
増
大
さ
せ
、
収
入

の
増
加
を
試
み
る
行
動
を
採
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
社
は
『
台
湾

日
日
新
報
』
の
紙
面
を
活
用
し
て
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

展
開
し
、
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
野
球
普
及
者
の
役
割
を
担
っ

た
。
た
だ
し
、
立
大
野
球
部
は
植
民
地
台
湾
に
お
い
て
制
度
化
さ

れ
た
台
湾
日
日
新
報
社
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
招
聘
に
応
じ
て
消
極
的

に
台
湾
遠
征
に
参
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
立
大
野
球

部
は
積
極
的
で
さ
え
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
本
稿
で
は
、

①
主
力
選
手
に
よ
る
一
九
三
〇
年
の
野
田
監
督
排
斥
事
件
に
起
因

す
る
部
組
織
の
動
揺
、
②
部
組
織
の
維
持
を
主
眼
と
し
た
ア
メ
リ

カ
遠
征
の
強
行
、
③
ア
メ
リ
カ
遠
征
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
の
多

額
の
借
入
金
と
部
財
政
の
逼
迫
、
④
借
入
金
の
返
済
を
目
的
と
し

た
追
加
的
収
入
の
確
保
、
と
い
う
一
連
の
経
緯
が
立
大
野
球
部
を

台
湾
遠
征
へ
と
駆
り
立
て
た
要
因
で
あ
る
と
し
た
。

　
「
野
球
狂
時
代
」
に
お
け
る
大
学
野
球
部
の
組
織
は
、「
合
宿
に

於
け
る
食
費
」
や
「
運
動
具
店
（
玉
沢
）
よ
り
私
物
の
購
入
」（51）

と
い
う
経
済
的
誘
因
と
優
勝
の
対
価
と
し
て
付
与
さ
れ
る
「
栄

誉
」
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
遠
征
と
い
う
社
会
的
誘
因
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
い
ず
れ
も
が
多
額
の
支
出
を
要
し
た
。

一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
東
京
六
大
学
野
球
リ
ー
グ
は
、
そ
の

「
商
業
性
」
や
「
興
業
性
」
が
強
く
批
判
さ
れ
、
リ
ー
グ
戦
収
入

の
増
大
は
望
め
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
学
野
球
部
は
、

文
部
省
の
統
制
が
及
ば
な
い
植
民
地
へ
の
遠
征
を
積
極
的
に
行

い
、
追
加
的
な
収
入
の
確
保
を
試
み
た
。
そ
う
し
た
行
動
が
結
果

と
し
て
「
帝
国
」
を
構
成
す
る
宗
主
国
と
植
民
地
を
結
び
つ
け
る
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文
化
的
諸
力
と
し
て
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

注（1）	

以
下
、
有
山
輝
雄
『
甲
子
園
野
球
と
日
本
人 　
　

 

メ
デ
ィ
ア
の
つ
く
っ
た
イ

ベ
ン
ト
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）
一
一
八
～
一
二
八
頁
、
中
村
哲
也

『
学
生
野
球
憲
章
と
は
な
に
か 　
　

 

自
治
か
ら
見
る
日
本
野
球
史
』（
青
弓
社
、

二
〇
一
〇
年
）
一
一
～
二
〇
頁
。

（2）	

一
九
〇
三
年
の
早
慶
戦
に
端
を
発
す
る
東
京
六
大
学
野
球
連
盟
の
リ
ー
グ
戦

は
、
紆
余
曲
折
を
経
て
一
九
二
五
年
に
正
式
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
早
稲
田
大
学

の
リ
ー
グ
脱
退
・
再
加
盟
に
よ
っ
て
同
連
盟
は
東
京
大
学
野
球
連
盟
と
改
称
す

る
。
本
稿
で
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
、
一
般
名
詞
と
し
て
は
「
東
京
六
大
学
野

球
」、
組
織
と
し
て
は
「
連
盟
」
と
表
記
す
る
。

（3）	

「
殊
に
「
六
大
学
野
球
連
盟
戦
」
は
、
今
や
啻
に
日
本
球
界
の
最
大
権
威
た
る

の
み
で
な
く
、
米
国
大
リ
ー
グ
の
世
界
争
覇
戦
と
共
に
、
世
界
野
球
界
の
二
大
権

威
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
そ
し
て
日
本
の
野
球
熱
は
世
界
に
冠
絶
し
、
無
慮

三
百
万
の
熱
狂
的
好
球
家
を
擁
し
て
ゐ
る
と
い
は
れ
て
い
る
」（
庄
野
義
信
編

『
六
大
学
野
球
全
集
』
上
巻
、
改
造
社
、
一
九
三
一
年
、
一
頁
）。

（4）	

た
と
え
ば
、
前
掲
『
甲
子
園
野
球
と
日
本
人
』、
清
水
諭
『
甲
子
園
野
球
の
ア

ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー 　
　

 

ス
ポ
ー
ツ
の
「
物
語
」・
メ
デ
ィ
ア
・
身
体
文
化
』（
新
評

論
、
一
九
九
八
年
）、
謝
仕
淵
「
帝
国
的
体
育
運
動
與
殖
民
地
的
現
代
性 　
　

 
日

治
時
期
台
湾
棒
球
運
動
研
究
」（
国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史
学
系
博
士
論
文
、

二
〇
一
一
年
一
月
）
な
ど
。

（5）	

中
村
哲
也
「「
野
球
統
制
令
」
と
学
生
野
球
の
自
治 　

 

一
九
三
〇
年
代
に
お
け

る
東
京
六
大
学
野
球
を
中
心
に 　

」（『
ス
ポ
ー
ツ
史
研
究
』
第
二
〇
号
、

二
〇
〇
七
年
三
月
）。

（6）	

「
帝
国
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
山
本
有
造
「「
帝
国
」
と
は
な
に
か
」（
山
本

有
造
編
『
帝
国
の
研
究 　
　

 

原
理
・
類
型
・
関
係
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
三
年
）、
谷
ヶ
城
秀
吉
『
帝
国
日
本
の
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 　
　

 

流
通
機

構
の
変
容
と
市
場
の
形
成
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（7）	

「
大
正
六
〔
一
九
一
七
〕
年
十
二
月
二
十
四
日
神
戸
を
出
帆
し
、
南
征
の
途
に

上
つ
た
早
大
野
球
部
は
、
台
湾
を
経
て
麻
尼
拉
に
渡
航
、
同
地
の
謝
肉
祭
野
球
競

技
に
優
勝
し
極
東
選
手
権
を
獲
得
し
…
（
略
）
…
二
月
二
十
二
日
無
事
凱
旋
し

た
」（
前
掲
『
六
大
学
野
球
全
集
』
上
巻
、
一
六
五
頁
）。

（8）	

立
教
大
学
野
球
部
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
大
学
野
球
部
史
』（
セ
ン
ト
ポ
ー
ル

ズ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
、
一
九
八
一
年
）
一
七
～
一
八
頁
。

（9）	

「
制
服
制
帽
で
バ
ツ
ト
を
ぶ
ら
下
げ
／
立
教
大
学
の
選
手
連
／
晴
れ
や
か
な
顔

を
し
て
や
つ
て
来
た
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
三
年
一
二
月
二
九
日
）。

（10）	

以
下
、
湯
川
充
雄
『
台
湾
野
球
史
』（
台
湾
日
日
新
報
社
運
動
具
部
、
一
九
三
二

年
）
五
七
一
～
五
七
八
頁
。
同
書
の
記
録
で
は
、
一
月
三
日
の
対
嫩
倶
楽
部
が
欠

落
し
て
い
る
た
め
、『
台
湾
日
日
新
報
』
の
記
事
で
補
っ
た
。

（11）	

「
立
教
軍
十
対
二
で
捷
つ
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
三
年
一
二
月
三
〇

日
）。

（12）	

前
掲
『
台
湾
野
球
史
』
五
七
三
頁
。

（13）	

「
職
業
チ
ー
ム
か
学
生
チ
ー
ム
か
／
誤
解
さ
れ
た
立
教
選
手
」（『
台
湾
日
日
新

報
』
一
九
二
四
年
一
月
一
二
日
）。

（14）	

「
第
三
回
嫩
に
好
機
到
来
し
先
づ
有
村
の
決
打
に
て
二
点
を
占
め
続
く
太
田
又

安
打
し
て
一
挙
七
点
を
得
た
が
、
此
時
審
判
に
就
て
悶
著
を
起
し
立
教
憤
慨
し
て

退
場
せ
ん
と
し
て
徒
に
時
間
を
空
費
し
た
が
仲
裁
者
が
立
教
側
を
慰
撫
し
塁
審
を

代
へ
て
試
合
を
続
行
す
る
事
と
な
り
…
（
略
）
…
第
九
回
に
嫩
一
点
を
得
て
立
教

無
為
結
局
十
対
八
の
ス
コ
ア
で
嫩
の
勝
利
に
帰
し
た
」（「
立
教
敗
る
」『
台
湾
日

日
新
報
』
一
九
二
四
年
一
月
三
日
）、「
高
雄
に
於
け
る
立
教
対
嫩
倶
楽
部
の
第
二
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回
野
球
試
合
は
二
日
午
後
二
時
か
ら
挙
行
の
予
定
で
あ
つ
た
が
前
日
の
審
判
問
題

が
原
因
し
て
立
教
側
で
は
選
手
が
疲
れ
て
ゐ
る
か
ら
今
日
の
試
合
は
三
日
に
延
期

し
て
呉
れ
と
申
出
た
の
で
…
（
略
）
…
遂
に
主
催
者
側
か
ら
右
の
経
過
を
一
般
観

衆
に
告
ぐ
る
と
同
時
に
三
日
午
後
二
時
か
ら
試
合
を
決
行
す
る
旨
を
通
じ
た
の
で

観
衆
は
失
望
し
不
平
タ
ラ
タ
ラ
で
退
散
し
た
」（「
幾
千
の
観
客
に
／
不
平
と
不
満

を
与
へ
た
／
高
雄
野
球
試
合
の
悶
着
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
四
年
一
月
四

日
）。

（15）	

前
掲
「
職
業
チ
ー
ム
か
学
生
チ
ー
ム
か
／
誤
解
さ
れ
た
立
教
選
手
」。

（16）	

以
下
、
前
掲
『
台
湾
野
球
史
』
一
一
～
一
九
頁
。

（17）	

「
北
部
野
球
協
会
が
大
正
四
〔
一
九
一
五
〕
年
創
立
さ
れ
て
以
来
、
其
の
事
業

の
一
つ
と
し
て
帝
都
の
大
学
学
生
強
チ
ー
ム
を
台
湾
に
招
聘
し
た
い
と
云
ふ
計
画

は
随
分
久
し
い
も
の
で
あ
つ
た
」（
同
前
、
五
四
〇
頁
。）

（18）	

同
前
。

（19）	

以
下
、
同
前
、
五
六
九
～
五
七
〇
頁
、
六
九
二
頁
、
七
五
二
頁
。

（20）	

前
掲
「
職
業
チ
ー
ム
か
学
生
チ
ー
ム
か
／
誤
解
さ
れ
た
立
教
選
手
」。

（21）	

「
醜
劣
を
極
め
た
／
甲
陽
台
北
野
球
戦
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
四
年
一

月
五
日
）。

（22）	

前
掲
『
台
湾
野
球
史
』
六
九
二
頁
。「
同
志
を
糾
合
し
て
嫩
倶
楽
部
を
組
織

し
、
自
分
か
ら
主
将
と
な
り
、
忽
ち
南
部
野
球
界
の
強
豪
と
な
つ
て
…
（
略
）
…

南
北
対
抗
の
野
球
戦
に
於
て
も
十
、十
一
年
〔
一
九
二
一
、二
二
〕
の
両
年
に
北
部

の
雄
鉄
団
を
屠
る
に
至
つ
た
…
（
略
）
…
そ
こ
で
彼
は
嬉
し
く
て
堪
ら
ず
十
一
年

に
嫩
を
率
ゐ
て
内
地
遠
征
を
企
て
…
（
略
）
…
是
等
の
た
め
彼
が
消
費
し
た
金
額

は
無
慮
五
六
万
円
と
言
は
れ
て
ゐ
る
」（
同
前
）。

（23）	

前
掲
『
立
教
大
学
野
球
部
史
』
六
〇
頁
。

（24）	

「〔
リ
ー
グ
加
入
に
よ
っ
て
〕
経
常
費
は
急
激
に
増
加
す
る
が
、
唯
一
の
財
源
で

あ
る
入
場
料
の
収
入
が
、
ど
の
位
あ
る
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
。
そ
の
上
当
時
の

金
額
で
七
百
円
程
品
代
の
未
払
が
、
美
津
濃
に
あ
る
事
が
後
に
な
っ
て
解
っ
た
。

「
美
津
濃
が
来
た
」
と
聞
く
と
、
私
は
学
校
の
中
を
逃
げ
廻
っ
た
も
の
で
あ
る
」

（
小
沢
綾
助
「
赤
字
に
苦
し
む
」
同
前
、
四
八
九
頁
）。

（25）	

前
掲
「
職
業
チ
ー
ム
か
学
生
チ
ー
ム
か
／
誤
解
さ
れ
た
立
教
選
手
」。

（26）	

た
だ
し
、
中
川
小
十
郎
（
立
命
館
長
）
の
意
向
に
よ
っ
て
四
〇
〇
円
は
台
湾
球

界
の
寄
付
さ
れ
た
（
前
掲
『
台
湾
野
球
史
』
六
〇
〇
頁
）。

（27）	

以
下
、
同
前
、
五
八
六
頁
。

（28）	

「
六
大
学
リ
ー
グ
の
優
勝
候
補
／
立
教
野
球
部
を
招
聘
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
三
三
年
一
〇
月
一
五
日
）。

（29）	

以
下
、
前
掲
「
制
服
制
帽
で
バ
ツ
ト
を
ぶ
ら
下
げ
／
立
教
大
学
の
選
手
連
／
晴

れ
や
か
な
顔
を
し
て
や
つ
て
来
た
」。

（30）	

以
下
、「
球
界
の
覇
者
『
立
教
』
／
闘
志
に
満
ち
て
来
台
」（『
台
湾
日
日
新

報
』
一
九
三
三
年
一
二
月
三
一
日
）。

（31）	

「
立
教
選
手
一
行
／
総
督
を
訪
ふ
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
四
年
一
月
一

日
）。

（32）	

「
背
広
姿
の
総
督
と
長
官
」（『
台
湾
日
日
新
報
（
号
外
）』
一
九
三
四
年
一
月
二

日
）。

（33）	

「
立
教
チ
ー
ム
神
戸
著
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
四
年
一
月
二
〇
日
）。

（34）	

「
緩
球
に
新
生
面
を
開
い
た
景
浦
投
手
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
五
年

一
二
月
一
八
日
）、「
球
速
、
カ
ー
ブ
兼
備
し
期
待
さ
れ
る
西
郷
投
手
」（『
台
湾
日

日
新
報
』
一
九
三
五
年
一
二
月
一
九
日
）。

（35）	

以
下
、	「
待
望
の
立
教
野
球
団
／
元
気
よ
く
き
の
ふ
来
台
」（『
台
湾
日
日
新

報
』
一
九
三
五
年
一
二
月
二
九
日
）。

（36）	
久
保
田
正
次
編
『
立
教
大
学
野
球
部
史
（
昭
和
十
年
度
）』（
立
教
大
学
野
球

部
、
一
九
三
六
年
）
四
七
頁
。

（37）	

太
田
清
一
郎
「
海
外
遠
征
記
」（
前
掲
『
立
教
大
学
野
球
部
史
』
一
八
頁
）。
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（38）	

前
掲
『
立
教
大
学
野
球
部
史
』
三
八
頁
。

（39）	
同
前
、
一
〇
四
頁
。

（40）	

「
立
教
野
球
チ
ー
ム
／
六
月
渡
台
か
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
五
年
三
月

五
日
）。

一
六
日
）。

（41）	

「
立
教
の
渡
台
は
不
可
能
視
さ
る
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
五
年
四
月

一
六
日
）。

（42）	

前
掲
『
立
教
大
学
野
球
部
史
』
八
六
頁
。

（43）	

藤
田
寛
治
「
想
い
出
は
昨
日
の
如
く
」（
前
掲
『
立
教
大
学
野
球
部
史
』

四
九
七
～
四
九
八
頁
）。

（44）	

「
今
秋
の
不
成
績
か
ら
選
手
廿
余
名
脱
退
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
〇
年

一
一
月
一
九
日
）。

（45）	

「
こ
の
困
っ
た
事
態
に
直
面
し
て
久
保
田
部
長
も
非
常
に
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
の
前
年
に
も
野
球
部
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
先
生
と
し
て

は
ま
た
こ
ん
な
こ
と
で
と
い
う
気
持
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」（
前
掲
『
立
教
大

学
野
球
部
史
』
八
六
頁
）。

（46）	

同
前
、
八
七
頁
。

（47）	

田
宮
富
士
雄
「
財
政
改
革
の
こ
と
な
ど
」（
同
前
、
五
〇
四
頁
）。

（48）	

前
掲
「「
野
球
統
制
令
」
と
学
生
野
球
の
自
治
」
八
三
～
八
四
頁
。

（49）	

前
掲
「
財
政
改
革
の
こ
と
な
ど
」
五
〇
四
頁
。

（50）	

た
と
え
ば
一
九
三
六
年
の
立
大
遠
征
に
際
し
て
台
湾
体
育
協
会
台
南
支
部
は

八
九
四
・
六
一
円
を
補
助
し
て
い
る
（
前
掲
「
帝
国
的
体
育
運
動
與
殖
民
地
的
現

代
性
」
一
一
七
頁
）。
遠
征
先
と
し
て
台
湾
が
優
先
的
に
選
択
さ
れ
た
理
由
は
、

浦
田
主
将
と
古
岩
井
副
将
が
と
も
に
台
北
一
中
の
出
身
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
（
久
保
田
正
次
「
台
湾
遠
征
雑
感
」
前
掲
『
立
教
大
学
野
球
部
史
（
昭

和
十
年
度
）』
四
七
頁
）。

（51）	

前
掲
「
財
政
改
革
の
こ
と
な
ど
」
五
〇
四
頁
。




